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議
会
報
告

議
会
報
告

■
条
例

○
皆
野
町
条
例
の
左
横
書
き
等
の
整

備
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

町
例
規
集
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

現
行
の
右
縦
書
き
を
左
横
書
き
に
改

め
る
と
と
も
に
用
字
、
用
語
の
統
一

な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の

制
定

○
皆
野
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

皆
野
町
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条

例
の
制
定

○
皆
野
町
災
害
派
遣
手
当
等
の
支
給

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

以
上
の
３
議
案
は
、
武
力
攻
撃
事

態
な
ど
に
お
け
る
国
民
の
保
護
お
よ

び
職
員
を
派
遣
し
た
場
合
の
手
当
の

支
給
に
関
す
る
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条

例
の
制
定

　

毎
年
４
月
１
日
か
ら
役
務
の
提
供

を
受
け
る
も
の
は
前
年
度
中
に
契
約

を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

職
員
の
病
気
休
暇
の
期
間
を
国
に

準
じ
た
も
の
と
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

○
皆
野
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
給
与
構
造
改
革
に
準
じ
て
、

給
料
表
の
改
定
お
よ
び
調
整
手
当
を

廃
止
し
、
地
域
手
当
を
創
設
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
支
援
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○
皆
野
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

以
上
の
２
議
案
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
に
伴
う
支
援
費
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
や
支
援
の

実
施
市
町
村
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手

当
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

埼
玉
県
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手

当
支
給
費
補
助
金
交
付
要
網
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
改
め
る
も
の
で

す
。

○
皆
野
町
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
　

公
営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
基
づ
き
、
入
居
資
格
の
緩
和
を
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

介
護
保
険
料
率
の
変
更
を
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

○
皆
野
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
定
数
を
３
３
９
人
か

ら
88
人
削
減
し
２
５
１
人
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

○
第
３
次
皆
野
町
総
合
振
興
計
画
の

計
画
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

　

新
町
長
の
行
政
運
営
の
考
え
を
盛

り
込
ん
だ
第
４
次
皆
野
町
総
合
振
興

計
画
基
本
構
想
を
策
定
す
べ
き
と
の

考
え
か
ら
第
３
次
皆
野
町
総
合
振
興

計
画
の
計
画
期
間
を
平
成
18
年
度
ま

で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

○
指
定
管
理
者
の
指
定

　

皆
野
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
生

荘
の
指
定
管
理
者
に
皆
野
町
高
齢
者

事
業
団
を
、
皆
野
町
学
童
保
育
所
の

指
定
管
理
者
に
明
星
学
童
保
育
所
を

指
定
す
る
も
の
で
す
。

■
予
算
審
議

○
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算

　

皆
野
小
学
校
プ
ー
ル
お
よ
び
校
舎

外
壁
工
事
を
は
じ
め
、
町
民
の
福
祉

充
実
と
健
康
増
進
、
安
全
で
快
適
な

住
環
境
の
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
の
35
億
円
の
予
算
で
す
。

○
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　

医
療
費
の
伸
び
を
考
慮
し
、
人
間

ド
ッ
ク
へ
の
助
成
や
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
８
億
７
、
６
８
０

万
円
の
予
算
で
す
。

○
平
成
18
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算

　

前
年
度
の
高
齢
者
医
療
費
の
実
態

を
基
に
措
置
し
た
11
億
４
、
９
２
０

万
円
の
予
算
で
す
。

○
平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

　

４
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
介
護
保

険
制
度
を
考
慮
し
た
６
億
８
、
８
６

０
万
円
の
予
算
で
す
。

○
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
に
事
業
費
確
定
な
ど
に
よ
る
も

の
で
、
１
、
１
９
２
万
３
千
円
を
減

額
し
、
総
額
が
43
億
９
、
９
４
３
万

６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
17
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
、
繰
入
金
の
増
額
で
、

歳
出
に
お
い
て
は
保
険
給
付
費
を
増

額
し
、
３
、
６
９
０
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
が
９
億
７
、
８
３
６
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
17
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
支
払
基
金
交

付
金
、
県
支
出
金
お
よ
び
繰
入
金
の

増
額
を
、
歳
出
は
医
療
給
付
費
の
増

額
に
よ
り
３
、
６
１
０
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
が
11
億
８
、
１
３
２

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
17
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
は
保
険
給
付
費
の
負
担
交
付

率
な
ど
に
基
づ
く
調
整
に
よ
り
、
歳

出
は
認
定
審
査
共
同
設
置
負
担
金
な

ど
を
31
万
円
減
額
し
、
総
額
が
６
億

８
、
１
８
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
規
約

○
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組

合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

○
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

○
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

○
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
に
つ
い
て

　

以
上
４
議
案
は
県
内
市
町
村
の
合

併
に
伴
い
、
規
約
の
変
更
を
す
る
も

の
で
す
。

○
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
共
同

処
理
事
務
の
変
更
及
び
同
組
合
の
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ

る
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る

審
査
会
の
事
務
を
新
た
に
追
加
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

■
委
員
長
報
告

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会
報
告

　

委
員
長
か
ら
平
成
17
年
第
２
回
定

例
会
（
６
月
）
に
設
置
さ
れ
た
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の
審
議
の
結
果
の

報
告
が
あ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
会
運
営
委
員
会
報
告

　

委
員
長
か
ら
視
察
研
修
を
行
っ
た

結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案

○
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
に
よ
る
議
員
報
酬
を
約

５
％
削
減
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

　

平
成
18
年
度
第
１
回
定
例
会
が
３
月
９
日　

か
ら

13
日　

ま
で
開
会
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
を

含
む
29
議
案
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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審
議
を
行
い
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
質
問

　

２
人
の
議
員
か
ら
、
町
政
に
対
す

る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
議
会
構
成

　

議
長
、
副
議
長
の
辞
職
に
よ
る
改

選
お
よ
び
各
常
任
委
員
が
次
の
と
お

り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
議　

長　
　

四
方
田　

実

○
副
議
長　
　

沢
野　

一
夫

○
総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

四
方
田
忠
則

　

副
委
員
長　

権
頭　
　

侑

　

委
員　
　
　

中
田
孝
二
郎

　

委
員　
　
　

石
木
戸
道
也

　

委
員　
　
　

持
田　

欣
教

　

委
員　
　
　

四
方
田　

実

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

浅
見　
　

洋

　

副
委
員
長　

林　
　
　

豊

　

委
員　
　
　

梅
沢　
　

勲

　

委
員　
　
　

沢
野　

一
夫

　

委
員　
　
　

大
沢　

径
子

○
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

吉
田　

栄
石

　

副
委
員
長　

山
田　

利
明

　

委
員　
　
　

吉
岡
修
太
郎

　

委
員　
　
　

内
海　

勝
男

　

委
員　
　
　

高
橋
冨
美
子

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

権
頭　
　

侑

　

副
委
員
長　

吉
田　

栄
石

　

委
員　
　
　

沢
野　

一
夫

　

委
員　
　
　

四
方
田
忠
則

　

委
員　
　
　

浅
見　
　

洋

　

委
員　
　
　

内
海　

勝
男

　

各
組
合
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
秩
北
衛
生
下
水
道
組
合
議
会

　

議
員　
　
　

山
田　

利
明

○
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　

議
員　
　
　

権
頭　
　

侑

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

皆
野
町
議
会
議
長　

四
方
田　

実

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
町
の
発
展

の
た
め
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
度
、
平
成
18
年
第
１
回
定
例
会
町

議
会
に
お
き
ま
し
て
、
大
多
数
の
議

員
各
位
に
推
挙
い
た
だ
き
議
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
そ
の
任

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
誠
心
誠
意
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
全
力
で
議
会
運
営
に
当
た
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
で
は
引
き
続
き
財
政
健

全
化
の
た
め
三
位
一
体
の
構
造
改
革

を
強
力
に
推
進
し
、
補
助
金
の
縮
減

や
地
方
交
付
税
の
削
減
、
地
方
へ
の

税
源
移
譲
な
ど
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
の
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
歳
出
削
減
と
共
に

消
費
税
率
ア
ッ
プ
な
ど
も
議
論
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
町
民

一
人
ひ
と
り
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
県
に
お
い
て
は
、

新
た
な
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、
自

主
的
な
市
町
村
合
併
の
推
進
構
想
を

「
埼
玉
県
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
」

に
お
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
審
議

会
の
素
案
に
よ
り
ま
す
と
、
県
内
が

12
の
グ
ル
ー
プ
に
組
み
合
わ
さ
れ
、

秩
父
郡
市
が
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
合
併
に
つ
い
て

長
瀞
町
と
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
合
意

に
至
ら
ず
協
議
会
は
解
散
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
新
た
な
合
併
の
組
み
合

わ
せ
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に

お
き
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
声

を
良
く
聞
き
、
福
祉
の
増
進
や
生
活

環
境
の
整
備
に
向
か
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
み
、
町
執
行
部
と
と
も
に
よ

り
良
い
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

　運転者・歩行者の皆さん、交通事故を起こさないよ
う、また事故に遭わないようお互いに注意しましょう。

４月６日（木）～15日（土）

　春の全国交通安全運動
　　　重 点 目 標

●子どもと高齢者の交通事故防止
●自転車の安全利用の推進
●シートベルトとチャイルドシートの
　正しい着用の徹底
●飲酒運転など悪質・危険な運転の追放
「飲まない　乗らない　飲ませない」

◆ポイント！
　自転車に乗るときは、二人乗
りや傘さし運転などの危険な運
転はやめ、夕暮れ時や夜間は必
ずライトを点灯し、安全運転に
努めましょう。

　幼児には、基本的な交通ルー
ルや通行方法について、具体的
なことばで繰り返し教えましょ
う。

　運転席と助手席はもちろん、
後部座席の同乗者にもシートベ
ルトを着用させましょう。また、
チャイルドシートは体形にあっ
たものを選び、正しくしっかり
取り付けましょう。


